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船
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調
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衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
船
腹
調
整
諸
業
務
完
了
証
明
書
と
海
砂
積
載
基
準
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
船
腹
調
整
諸
業
務
完
了
証
明
書
規
程
」
と
は
日
本
内
航
海
運
組
合
総
連
合
会
（
以
下
「
内
航
総
連
」
と
い

う
。
）
が
内
航
海
運
組
合
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
に
基
づ
き
設
定
し
運
輸
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
保
有

船
腹
調
整
規
程
（
以
下
「
旧
規
程
」
と
い
う
。
）
の
こ
と
を
、
ま
た
、
「
船
舶
貨
物
積
載
量
の
国
内
内
航
に
関
す
る
取
り
扱

い
」
と
は
旧
規
程
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
た
船
腹
調
整
事
業
の
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
同
事
業
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
規
制
緩
和
推
進
三
か
年
計
画
」
に
お
い
て
、
「
で
き
る
だ
け

短
い
一
定
期
間
を
限
っ
て
転
廃
業
者
の
引
当
資
格
に
対
し
て
日
本
内
航
海
運
組
合
総
連
合
会
が
交
付
金
を
交
付
す
る
等
の
内

航
海
運
暫
定
措
置
事
業
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
船
腹
調
整
事
業
を
解
消
す
る
。
」
こ
と
と
さ
れ
、
実
施
予
定
時

期
は
平
成
十
年
度
早
期
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
船
腹
調
整
事
業
の
下
で
は
意
欲
的
な
事
業
者
の
事
業
規
模
の
拡
大
や
新
規
参

入
が
制
限
さ
れ
る
た
め
内
航
海
運
業
の
活
性
化
等
の
支
障
に
な
っ
て
い
る
等
の
弊
害
が
生
じ
て
い
る
と
の
行
政
改
革
委
員
会

等
か
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
市
場
原
理
の
活
用
に
よ
る
内
航
海
運
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二
及
び
七
に
つ
い
て

一



内
航
総
連
は
、
平
成
十
年
五
月
十
五
日
に
内
航
海
運
暫
定
措
置
事
業
規
程
（
以
下
「
新
規
程
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
運

輸
大
臣
の
認
可
を
受
け
、
新
規
程
に
基
づ
く
内
航
海
運
暫
定
措
置
事
業
（
以
下
「
暫
定
事
業
」
と
い
う
。
）
の
実
施
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
時
に
、
新
規
程
第
二
条
に
お
い
て
、
「
旧
規
程
の
規
定
は
、
こ
の
規
程
に
抵
触
す
る
限
り
に
お
い

て
そ
の
効
力
を
失
う
。
」
こ
と
と
さ
れ
、
旧
規
程
に
基
づ
く
船
腹
調
整
事
業
の
実
施
を
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

暫
定
事
業
に
お
い
て
は
、
旧
規
程
に
基
づ
き
建
造
等
が
承
認
さ
れ
た
船
舶
を
所
有
す
る
者
は
、
当
該
船
舶
の
解
撤
等
に
当

た
り
内
航
総
連
か
ら
交
付
金
を
受
給
す
る
資
格
が
あ
り
、
当
該
交
付
金
の
額
は
、
旧
規
程
の
下
で
内
航
総
連
が
交
付
し
た
船

腹
調
整
諸
業
務
完
了
証
明
書
（
以
下
「
完
了
証
明
書
」
と
い
う
。
）
に
記
載
さ
れ
た
重
量
ト
ン
数
等
に
基
づ
き
算
定
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
が
我
が
国
の
海
上
運
送
業
界
の
健
全
な
発
達
を
阻
害
す
る
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

と
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
旧
規
程
及
び
新
規
程
（
以
下
「
両
規
程
」
と
い
う
。
）
は
、
内
航
海
運
組
合
法
第
八
条
第
一
項
第
五
号
に
定
め
る

「
組
合
員
が
保
有
す
る
内
航
運
送
の
用
に
供
さ
れ
る
船
舶
の
船
腹
の
調
整
」
の
事
業
の
内
容
、
実
施
の
方
法
等
を
定
め
た
規

程
と
し
て
、
内
航
総
連
が
設
定
し
運
輸
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
国
又
は
地
方
公
共
団
体
を
拘
束
す

る
も
の
で
は
な
い
。

二



三
及
び
六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
海
砂
積
載
量
の
単
位
体
積
当
た
り
の
換
算
値
一
・
六
は
、
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
に
基
づ

く
満
載
喫
水
線
の
検
査
に
お
け
る
貨
物
の
容
積
か
ら
重
量
へ
の
換
算
値
と
し
て
、
「
二
層
甲
板
型
砂
利
等
運
搬
船
の
満
載
喫

水
線
に
つ
い
て
」（
昭
和
六
十
三
年
六
月
十
六
日
付
け
海
検
第
五
十
四
号
運
輸
省
海
上
技
術
安
全
局
首
席
船
舶
検
査
官
通
達
。

以
下
「
本
通
達
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
両
規
程
に
お
い
て
は
、
砂
利
採
取
船
を
含

む
貨
物
船
の
貨
物
の
積
載
量
を
表
す
単
位
と
し
て
、
船
舶
に
積
載
可
能
な
貨
物
の
重
量
で
あ
る
載
貨
重
量
ト
ン
数
（
デ
ッ
ド

ウ
ェ
イ
ト
）
を
用
い
て
お
り
、
両
規
程
に
お
い
て
本
通
達
に
お
け
る
換
算
値
一
・
六
を
使
用
す
る
必
要
は
な
く
、
両
規
程
と

本
通
達
に
お
け
る
換
算
値
一
・
六
と
は
何
の
関
連
も
な
い
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

本
通
達
に
お
い
て
は
、
砂
、
土
及
び
砂
利
（
以
下
「
砂
等
」
と
い
う
。
）
の
比
重
は
、
砂
等
に
含
ま
れ
る
水
の
量
に
か
か

わ
ら
ず
一
・
六
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
砂
等
又
は
石
材
の
他
に
、
こ
れ
ら
の
も
の
よ
り
比
重
の
小
さ
い
砂
等
及
び
石
材
以
外

の
貨
物
も
運
送
す
る
船
舶
に
つ
い
て
は
、
最
も
小
さ
い
比
重
の
貨
物
の
比
重
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

八
及
び
九
に
つ
い
て

三



御
指
摘
の
「
国
の
海
運
支
局
が
発
行
す
る
船
舶
検
査
証
書
の
満
載
喫
水
線
の
位
置
に
基
づ
く
海
砂
積
載
基
準
」
、
「
（
社
）

日
本
海
事
検
定
協
会
が
査
定
す
る
海
砂
積
載
基
準
」
及
び
「
日
本
内
航
海
運
組
合
総
連
合
会
の
内
規
の
船
腹
調
整
諸
業
務
完

了
証
明
書
規
程
に
よ
る
海
砂
積
載
基
準
」
が
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
船
舶

所
有
者
又
は
船
長
は
、
満
載
喫
水
線
を
超
え
て
載
荷
し
た
と
き
は
、
船
舶
安
全
法
第
十
八
条
第
一
項
第
五
号
に
基
づ
き
罰
則

が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
取
締
り
は
、
海
上
保
安
庁
が
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
完
了
証
明
書
に
記
載
さ
れ
た

重
量
ト
ン
数
等
を
超
過
し
て
船
舶
の
建
造
等
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
内
航
総
連
は
旧
規
程
又
は
新
規
程
に
基
づ
き
過
怠
金
の

徴
収
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

十
及
び
十
一
に
つ
い
て

「
沖
縄
県
海
砂
利
採
取
要
綱
」
に
お
け
る
海
砂
の
採
取
計
画
の
認
可
に
当
た
っ
て
の
海
砂
の
積
載
量
を
ど
の
よ
う
な
資
料

に
基
づ
き
算
定
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
採
取
計
画
の
認
可
申
請
手
続
の
細
目
に
わ
た
る
事
項
で
あ
り
、
認
可
を
行
う
沖
縄
県

が
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
が
御
指
摘
の
よ
う
な
指
導
を
沖
縄
県
に
対
し
て
行
っ
た
事
実
は
、

確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

十
二
か
ら
十
四
ま
で
に
つ
い
て

四



海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
が
管
理
し
て
い
る
海
岸
、
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
に
基
づ
き
都
道
府
県
が
管
理
し
て
い
る
港
湾
又
は
国
有
財
産
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
三

号
）
に
基
づ
き
都
道
府
県
が
管
理
し
て
い
る
海
底
に
お
い
て
、
砂
を
採
取
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
海
岸
法
第
八
条
第
一
項
第

一
号
若
し
く
は
第
三
十
七
条
の
五
第
一
号
、
港
湾
法
第
三
十
七
条
第
一
項
第
二
号
又
は
国
有
財
産
法
第
十
八
条
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
く
都
道
府
県
知
事
又
は
都
道
府
県
の
許
可
（
以
下
「
採
取
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ

ろ
、
こ
の
事
務
は
、
自
治
事
務
又
は
法
定
受
託
事
務
と
し
て
都
道
府
県
知
事
又
は
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
国
が
、
都
道
府
県
知
事
又
は
都
道
府
県
に
対
し
て
、
採
取
許
可
を
受
け
て
採
取
さ
れ
た
砂
が
当
該
採
取
が
行
わ
れ
た
都

道
府
県
の
外
に
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
を
禁
ず
る
よ
う
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
。

十
五
に
つ
い
て

内
航
海
運
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
に
お
い
て
、
国
内
間
の
船
舶
に
よ
る
物
品
の
運
送
を
す
る
事
業

を
営
む
場
合
に
は
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
（
総
ト
ン
数
百
ト
ン
未
満
の
船
舶
で
あ
っ
て
長
さ
三
十
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
に

よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
へ
の
届
出
）
を
要
し
、
当
該
許
可
又
は
届
出
の
対
象
と
な
っ
た
船
舶
は
一
般
に
営

業
船
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
他
方
、
事
業
と
し
て
営
む
物
品
の
運
送
以
外
の
国
内
間
の
物
品
の
運
送
の
用
に
供
さ
れ
る
船
舶
は

五



一
般
に
自
家
用
船
と
呼
ば
れ
、
自
家
用
船
の
う
ち
総
ト
ン
数
百
ト
ン
以
上
又
は
長
さ
三
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

十
六
に
つ
い
て

砂
利
採
取
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
登
録
を
受
け
た
者
が
同
法
第
十
六
条
の
規

定
に
基
づ
い
て
採
取
計
画
の
認
可
を
受
け
、
自
ら
採
取
し
た
砂
利
を
自
己
の
所
有
す
る
船
舶
で
土
木
工
事
現
場
へ
運
送
す
る

行
為
は
、
砂
利
採
取
業
に
付
随
す
る
運
送
で
あ
り
、
他
人
の
需
要
に
応
じ
た
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、

い
わ
ゆ
る
自
家
用
船
に
よ
り
行
わ
れ
て
も
、
内
航
海
運
業
法
に
違
反
し
な
い
と
考
え
る
。

十
七
に
つ
い
て

現
在
内
航
総
連
が
実
施
し
て
い
る
暫
定
事
業
は
、
内
航
海
運
組
合
法
に
基
づ
き
運
輸
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
新
規
程
に
基

づ
く
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
暫
定
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
こ
と
が
内
航
海
運
行
政
上
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
内
航
海
運
業
法
に
基
づ
く
許
認
可
に
際
し
て
は
、
当
該
申
請
案
件
に
係
る
暫
定
事
業
の
適
用
状
況
に
つ
い
て
確

認
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
内
航
海
運
業
法
に
基
づ
く
許
認
可
の
申
請
に
際
し
て
、
完
了
証
明
書
を
添
付
す
る
必
要
は
な
い
。

六


